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”
人
命
救
助
に
わ
た
し
も
ひ
と
役
”
と

ば
か
り
、
進
ん
で
献
血
車
に
飛
び
込
ん

だ
も
の
の
、
意
外
に
も
「
採
血
不
適
」

と
い
わ
れ
、
献
血
を
断
ら
れ
た

こ
う
い
う
経
験
を
さ
れ
た
方
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。

　
厚
生
省
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
ゐ
と
、

貧
血
の
た
め
に
献
血
で
き
な
い
人
は
、

成
人
男
子
の
二
～
三
％
に
比
べ
、
成
人

女
子
は
な
ん
と
平
均
三
〇
％
に
も
お
よ

ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
三
人
に
一
人

が
献
血
で
き
な
い
貧
血
者
な
の
で
す
。

　
偏
食
や
欠
食
は
、
貧
血
予
防
の
大
敵
．

で
す
。

　
も
し
や
あ
な
た
は
、
ほ
っ
そ
り
美
人

に
あ
こ
が
れ
て
、
毎
日
の
食
事
が
サ
ラ

ダ
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
手
間

を
め
ん
ど
う
が
っ
て
、
朝
食
抜
き
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
ば
か
り
、
あ
る
い
は

貧血防止に農村婦人健康教室では、自家生産物を
使った加工料理交換会を行っている。

◎
Q

お
茶
づ
け
だ
け
と
い
っ
た
粗
食
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
女
性
の
貧
血
の
大
半
は
、
体
に
特
別

の
病
的
出
血
が
み
ら
れ
な
い
限
り
、
鉄

欠
乏
性
貧
血
で
す
。
こ
れ
は
栄
養
性
貧

血
の
一
つ
で
、
偏
食
や
欠
食
な
ど
間
違

っ
た
食
生
活
や
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
よ
る
鉄
分
の
摂
取
不
足
が
原
因
で
す
。

　
鉄
分
を
多
く
會
ん
だ
食
品
と
い
え
ば
、

な
ん
と
い
っ
て
も
レ
バ
ー
が
最
高
。
そ

の
ほ
か
、
卵
、
肉
、
魚
な
ど
の
動
物
性

食
品
を
は
じ
め
、
植
物
性
食
品
で
は
、

ほ
う
れ
ん
草
、
こ
ま
つ
菜
な
ど
の
緑
黄

色
野
菜
や
干
し
ぶ
ど
う
、
ご
ま
、
海
草

類
に
豊
富
で
す
。

　
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
C
は
鉄
の
体
内
吸

収
を
促
進
し
ま
す
の
で
、
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
を
多
く
取
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

・
つ
。　

鉄
分
の
一
日
所
要
量
は
、
男
性
よ
り

も
女
性
、
な
か
で
も
妊
婦
や
授
乳
中
の

女
性
は
、
男
性
の
二
倍
必
要
で
す
。

　
と
い
っ
て
も
、
正
し
い
栄
養
知
識
で
、

三
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と
取
れ
ば
、
必

要
量
は
自
然
に
摂
取
で
き
る
の
が
普
通

で
す
。

　
　
貧
血
予
防
の
心
が
け
と
し
て
は
、
鉄
㎜

　
分
だ
け
で
な
く
、
た
ん
白
質
や
ビ
タ
ミ
㎜

　
ン
C
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
㎜

　
心
が
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
　
　
　
　
㎜
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農家の主婦の

健康状態は？

（鯉欝唇診断）

．
農
村
婦
人
健
康
教
室
で
は
、
三
月
十

三
日
に
健
康
診
断
を
行
い
、
農
家
の
主

婦
の
方
が
ど
ん
な
健
康
状
態
に
あ
る
か

－
を
調
べ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
午

後
は
農
村
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
百
二
十

九
人
が
受
検
。
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
各
受

検
者
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
結
果
を
ま
と
め
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
（
グ
ラ
フ
の
数
は
、
受
検
者
中
の
異
常

者
の
数
で
す
．
）

　
　
ヘ
ノ
、
）

　
　
C
，
○

受
検
者
数

年 人数

56 84

57 73

58 133

59 129

貧
血
の
人

　
食
品
に
含
ま
れ
る
鉄
分
の
摂
取
が
不

足
す
る
と
、
だ
る
さ
、
つ
か
れ
や
す
さ

が
表
わ
れ
、
病
的
に
は
胃
カ
イ
ヨ
ゥ
、

痔
、
子
宮
筋
腫
等
の
発
見
の
手
が
か
り

と
な
り
ま
す
。
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多
い
人

　
血
液
の
中
の
脂
肪
の
一
つ
。
動
物
性

す
。
こ
れ
が
血
管
に
く
っ
つ
い
て
動
脈

脂
肪
な
ど
に
含
ま
れ
て
お
り
、
人
間
の

細
胞
膜
を
作
っ
て
い
る
成
分
の
一
つ
で

ラ％（



広報こうなん（3）昭和59年5月15日

硬
化
を
起
こ
し
、
狭
心
症
や
心
筋
硬
塞

の
発
生
に
関
係
し
ま
す
。

8
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中
性
脂
肪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
い
人

　
中
性
脂
肪
は
、
砂
糖
、
酒
、
果
糖
か

ら
作
ら
れ
る
脂
肪
で
す
。
こ
の
脂
肪
が

血
液
中
に
増
え
る
と
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
ま
す
。

24．0

59年

33．0

20．5

32．1

585756

鮒
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へ

高
血
圧
の
人

　
高
血
圧
は
無
自
覚
の
う
ち
に
動
脈
硬

化
を
す
す
め
、
脳
卒
中
、
心
筋
硬
塞
、

尿
毒
症
の
発
生
を
う
な
が
し
、
血
圧
の

高
い
ほ
ど
生
命
の
危
険
を
と
も
な
い
ま

す
。
表
は
、
最
大
血
圧
百
五
十
、
最
小

血
圧
九
十
以
上
を
異
常
値
と
し
ま
し
た
。

％）
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健
康
診
断
は
、
あ
な
た
自
身
の
健
康

管
理
の
た
め
に
行
い
ま
す
。
直
接
に
は

か
く
れ
た
病
気
や
病
的
な
異
常
を
発
見

す
る
た
め
で
す
が
、
同
時
に
自
分
の
健

康
度
を
判
定
し
た
り
、
健
康
に
つ
い
て

反
省
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
結
果

に
応
じ
て
生
活
改
善
を
心
が
け
ま
し
ょ

・
つ
。

水
道
週
間 〆へ

6
月
－
日
～
7
目

水は私たちの貴重な資源です。

（

　
本
村
の
水
道
も
創
設
以
来
二
十
余
年

を
経
て
ま
い
り
ま
し
た
。
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
て
か
ら
、
は
や
四
半
世
紀
を

経
過
し
、
こ
の
間
に
水
道
も
目
覚
ま
し

く
普
及
し
ま
し
た
。
今
の
水
道
普
及
率

は
、
本
村
で
は
九
八
％
と
高
普
及
時
代

を
迎
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や

水
道
は
、
村
民
の
健
康
で
文
化
的
な
日

常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
の

一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
、
経
済
的
な
諸

活
動
を
支
え
る
う
え
で
も
不
可
欠
の
施

6目1日

　　　　　　　　　　　　　　日

　　　　　　　畿人

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
巴
で
す
。
昭
和
二
十
四
年

六
月
一
日
に
入
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

癒嚢．

嘘
、
7
、

　
M
ぴ
）

㌧
黛忘

碇

設
で
す
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
我
が
国
の

水
道
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
は
、

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
水
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
の

新
規
水
源
の
確
保
、
広
域
水
道
の
整
備

の
促
進
、
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
の

た
め
の
対
策
の
充
実
な
ど
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
っ
て
、
水

道
に
つ
い
て
村
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の

改
善
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
水
道
事
業

の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
水
道

週
間
を
設
け
、
広
報
活
動
等
の
諸
活
動

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
人
権
擁
護
委
員
の
日
と
定
め
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
励
む

こ
と
を
申
し
合
せ
て
お
り
ま
す
。

　
江
南
村
で
は
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
方
が
人
権

擁
護
委
貝
で
す
。

　
　
柴
　
　
芳
　
夫
さ
ん

住
所
　
江
南
村
大
字
柴
一
五
三
番
地

生
年
月
日
　
大
正
九
年
十
一
月
二
十
三

　
　
　
　
　
日
生
ま
れ



ぱ
場

鴨
串聴

不
用
犬
の
収
集
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

目
と
き
・
と
こ
ろ

五
月
三
十
日
（
水
）

・
九
時
三
十
分
～
．
四
十
分

　
大
坂
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
入
口

・
九
時
四
十
五
分
～
五
十
五
分

　
静
簡
院
入
口

・
十
時
五
分
～
十
五
分

　
野
原
・
青
木
仲
吉
様
宅
裏

・
十
時
二
十
五
分
～
三
十
五
分

　
農
協
南
支
所

・
　
十
時
四
十
分
～
五
十
分

　
小
林
商
店
前

・
十
一
時
ー
十
一
時
十
分

　
三
本
あ
づ
ま
や
前

・
十
｝
時
十
五
分
～
二
十
五
分

江
南
村
農
協

・
十
一
時
三
十
分
～
四
十
分

　
御
正
新
田
・
中
島
商
店
東

・
十
一
時
五
十
分
～
十
二
時

　
江
南
村
役
場

■
問
合
せ

　
役
場
・
住
民
課
（
内
線
二
四
）

国
民
年
金
の
加
入
者
の
中
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
活
が
苦
し
く
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
国
民
年
金
で
は
、

保
険
料
の
納
付
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
瑠
　
　
　
　
　

剛

て
い
ま
す
．

免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
な
と
き
、
申
請
を

し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
免
除
が
受
け
ら
れ

る
「
申
請
免
除
」
と
、
国
民
年
金
の
障

害
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、
あ
る
い
は

生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が
、

届
出
を
す
る
だ
け
で
免
除
が
受
け
ら
れ

る
「
法
定
免
除
」
と
、
二
通
り
あ
り
ま

す
が
、
対
象
と
な
る
の
は
、
い
ず
れ
も

強
制
加
入
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
「
申
請
免
除
」
の
申
請
は
、
七
月
末
日

ま
で
に
行
え
ば
、
そ
の
年
の
四
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

（
内
線
二
四
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

諜
高
碍
講
聾
欝

動里
」ρ、

事人
　新年度になり、次のとおり異動があp
ました。

　　◎学校関係

　【江南南小】

教頭藤井哲夫大里・市田小へ
　〃　　岡田　重伸　熊谷・大麻生小から

教　諭　大串　秀孝北本・栄小から
　【江南北小】

養護教諭　鳥塚　淑子　新採用

　〃　雨宮君子退職
　【江南中】『

教　頭　新井　　力　熊谷・大麻生中へ

　〃　　橋本　和夫　花園中から

教諭福島昭夫深谷・明戸中へ
　〃　　嶽本　海承　川本中へ．

　〃　矢島　久深谷・明戸中から
　〃　　岡田　昌之　寄居・用土中から

　　◎各字区長

　【野　原】　　　　　　（　）内前任者

　水野　光好（笠原　義助）

　　◎役場関係（5月1日付）（　）内前所属

○産業課　富田　康夫（住民課）

○　〃　　馬場　　仁（新採用）

○住民課　小沢　信夫（産業課）

○　〃　　大堀　幸子（新採用）

○永道課　長谷川　守（土地改良課）

○住民課　金子よし子（退職・3月31日付）

○学校給食センター　柴　よし、

　浦部　英子（退職・昨年6月30日付）

○幼稚園

　藤野　公子（退職・1月31日付）

）

）

県外の場合には、埼玉の事物、風
土、人問、歴史などをテーマとし
た作品であること。

■締め切り

　昭和59年8月31日（当日消印有

、
作
締
昭
九
応
未
4
以
句
作
原
品
別

　
　
　
効
■
①
②
枚
俳
連
③
作
④
齢
を
⑤
新
■

応募の要領
未発表作品であること。

小説は400字詰め原稿用紙で50
以内。詩は3編。短歌は15首。

句は15句で、同一テーマによる
作も可。

原稿は400字詰め原稿用紙使用、
品の返却はしません。
別紙に、住所、氏名（本名）年
、職業、簡単な略歴、電話番号
付記してください。

入賞作品の権利はいっさい埼玉
聞社に帰属します。

問合せ
埼玉新聞社編集局
　「埼玉文学賞」係。

　費0488－62－3269

　行政・心配ごと相談　　i通学する者・
　　　　　　　　　　　　　　　■規　格
　日常生活での心配ごとや困りご　1　白黒は4つ切り・カラーは6つ
とのある方は　’毎月第4火曜日に　i切り。
ご相談に応じております。どうぞ　i■締切日
お気軽にお出かけください。なお　i　6月30日（当日消印有効）。
7月は弁護士もご相談に応じる予　1■その他
定です。　　　　　　　　　　　　i　作品は未発表のものに限る。鳥
■と　き　　　　　　　　　　　　i名、撮影日時、撮影場所、住所、

　5月22日、6月26日、7月24日、i氏名、年齢、職業を明記すること。
　午前9時30分～正午　　　　　　1合成写真や組写真は不可。
圏ところ　　　　　　　　　　　i■送付先・問合せ先
　江南村母子健康センター　　　　i　〒336浦和市高砂3－！5－1

　　野鳥の写真募集　　i　　　埼玉県環境部自然保護課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品募集　5月10日から16日までは愛鳥週i
間です。埼玉県では、愛鳥週間行i　　一埼玉文学賞一
事の一環として野鳥の生態写真を　i　埼玉新聞社が県内の文芸振興の
募集します。　　　　　　　　　　iために制定した「埼玉文学賞」の
■題　材　　　　　　　　　　　　i作品募集を次のとおり行います。

　県内に生息する野鳥の生態を表i■部　門
現する作品　　　　　　　　　　i　小説、詩、短歌、俳句
■応募資格　　　　　　　　　　　i■資　格
　県内在住者または県内に通勤、　i　原則として県内在住・在勤者、

）

）
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齢
轟
懇
蜘
懸
騒
鞭
欝
懸

　
七
月
一
日
は
、
埼
玉
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち

県
民
の
将
来
を
託
す
人
を
決
め
る
重
要

な
も
の
。
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

o
投
票
日
…
…
…
…
七
月
一
日
（
日
）

O
告
示
日
…
…
…
六
月
十
一
日
（
月
）

o
選
挙
人
名
簿
の

　
登
録
基
準
日
…
航
：
六
月
九
日
（
土
）

o
選
挙
人
名
簿
の

　
縦
覧
期
問
…
…
六
月
十
一
日
と
十
二

　
　
　
　
　
　
日
の
二
日
間

▼
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

　
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
江
南
村
に
住
所
を
有
し
、
昭
和

五
十
九
年
三
月
九
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
て
い
る
方
。
ま
た
は
村
外
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
で
、
昭
和
五
十
九
年

三
月
九
日
ま
で
に
転
入
届
出
を
し
て
い

る
方
。ご

注
簿
簗
華
㈱
・
響

　
　
ー
転
蒸
難
鞍
灘
慧
糟
た
方

　
県
知
事
選
挙
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
転
入
・
転
出
を
さ
れ
た
方
。

埼
玉
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
引
続
き

江
南
村
に
住
所
を
移
し
、
三
月
十
日
以

降
転
入
届
出
を
さ
れ
、
転
入
前
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
　
（
事
由
に
よ
り
不
在
者
投

票
も
で
き
ま
す
。
）
こ
の
場
合
は
、
本
村

の
村
長
が
発
行
す
る
証
明
書
「
引
続
き

本
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
が
必
要
で
す
か
ら
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
例

え
ば
、
県
内
の
A
市
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
，
方
が
本
村
に
住
所
を

移
し
た
場
合
は
、
A
市
か
ら
本
村
に
引

続
い
て
住
所
を
移

方
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な

お
、
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

　
以
上
、
問
合
せ
は
江
南
村
選
挙
管
理

委
員
会
へ
　
麿
三
六
ー
一
五
二
一

不
在
者
投
票

　
投
票
当
日
に
や
む
を
え
な
い
理
由
で

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
…
…
六
月
十
一
日
か
ら
六
月
三
十

　
　
　
　
日
ま
で

時
問
…
…
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
五
時
ま
で

場
所
…
…
江
南
村
役
場

持
参
す
る
も
の
…
…
印
か
ん

※
期
間
中
は
、
土
曜
日
午
後
や
日
曜
日

　
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

し
た
こ
と
に
な
り
、

A
市
で
投
票
で
き

ま
す
が
、
A
市
か

ら
B
市
、
さ
ら
に

B
市
か
ら
本
村
に

住
所
を
移
し
た
場

合
は
、
引
続
い
て

住
所
を
移
し
た
も

の
で
な
く
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
．
）

　
県
内
の
他
市
町

村
へ
転
出
さ
れ
た

入
場
券
が
次
の
よ
う
に
変
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
物
は
ハ
ガ
キ
大
）

　
翠
＞
鶴
聴

聞
塵
疑
ヨ
＞
鯖
瞭

窃
●
峰
　
　
　
　
　
　
　
　
坤
a
9

㎜
㎝
聖
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
坤
融
D
●

一

霞
■
偶
　
　
　
瞳
］

一㎜㎎
創

垂
　
　
置
　
　
璽
置
噸
舞
畢
0
響
月

猛
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
蟹
羅

1
冒
も
C
（
聾
轟
頃
爵
曇
ー

麟
鞭
盤
臨
轟
斗
ン
6
謄

備9 燃
ー
墨
τ
d
　
　
　
・
，
（
μ
皿
『
『
l
X
影

　
瞳鷺
鎚
麗
巖
　
翼
＞
繭
賠

0
9
自
嶺
　
　
　
　
　
　
　
鱒
a
9
贈

煩
岩
9
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
9
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曙

量
員
　
　
　
畳
置
聖

善
m
鱈
　
　
湧
　
　
m
逝
『
細
曇
噸
①
竃
躍

舞
翼
　
　
コ
　
　
零
嚢
｝
鍾
§
嘩
O
尋
段

（

（
、

自
宅
で
投
票
で
き
る

郵
便
に
よ
る

灘鑛無曝灘醸鐡鰹

繊
繊
蹴
窮
砺

灘
．
鍵
難

・
灘
繍
欝
難
鷺
職
灘
簸
覇
繋
・
購
㎜
∞

難
騰
羅
葦
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝦
．
眠

き
嚢
灘
醗
灘
雛
繋
懸
．
欝

　
　
　
　
翻
誕
、

　
灘
慧
灘

　
　
鶴
㈹
織

、
講
鍵
雛
響
講
難
糊
鐸
欝
懲
舞
蕪
鞭
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
総
騰
繋
難
・
・
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
羅
　
　
　
、
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
繰
難
欝

㎜
灘
纒
羅
灘
難
縫
難
欝
鑛
難
き
蒙
鞭
撫
、
－
、
・

　
　
　
　
　
　
叢
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟄
　
　
牽
§
醐
懸
職
購
“

．
叢
羅

難
鶏

も
　
ヤ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ヤ

　
ヤ　

　
灘
総
獲
難
騰
耀
撫
慧
㈱
灘
藩
蕪
．
、

垂
灘
灘
嚢
鑓
鍵
・
羅
　
．
・
灘
、
、
畿
、
．

　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
ヤ
ヤ

灘
　
　
職
　
　
　
猟
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
灘
羅
鐡
懸
騰
麗
欝
鍛

繋譲繋懇
　
冨
　
盃
酷

　
螂　
　
灘

麗
椰

鰹
鷺
纏
蕪
薦
癒
鑛
籍
醸
難
鱗
雛
・

建
醍
辟
醐
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
臓
　
　
　
　
　
　
　
冨

鐘
　
　
　
爾
　
　
　
塵
　
　
　
避

態
鐵
襲
鍵

、
、
鐡
鑓
獺
議
灘
醗
灘
雛
辮
難
欝
欝
鐵

羅

叢
講
灘
灘
騨
灘
麟
萎

剛
雛

　難
　溺即

、



盤みんなのひろば．
髄
’

　
　
　
　
　
全
日
本
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

県
北
予
選
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
で
開
催

　
埼
玉
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
県
北
支
　
　
八
日
、
本
村
の
荒
川
グ
ラ
ン
ド
を
会
場

部
主
催
に
よ
る
、
全
日
本
ク
ラ
ブ
ソ
フ
　
　
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ボ
ー
ル
大
会
県
北
予
選
会
が
、
四
月
　
　
　
こ
の
大
会
は
、
埼
玉
県
を
東
部
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ド
、

、
卿
㌧
“
、
一
～
叫
、
訓
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
臼

　
音
　
南
部
、
北
部
の
四
ブ
ロ
ッ
タ
に

　
分
け
た
う
ち
の
北
部
予
選
。
上
位

誓
八
チ
ー
ム
が
県
大
会
へ
進
み
ま
す
。

　
　
出
場
し
た
の
は
、
大
里
、
児
玉

選
郡
の
各
町
村
と
熊
谷
、
深
谷
、
秩

手
父
、
本
庄
の
各
市
か
ら
選
抜
さ
れ

選
た
二
十
六
チ
ー
ム
。
地
元
江
南
村

関
か
ら
は
中
央
ク
ラ
ブ
と
三
上
ク
ラ

　
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
　
八
時
か
ら
開
会
式
。
選
手
入
場
、

央
開
念
旦
、
一
一
一
ぼ
と
替
、
選
ま
旦
哲
昌
は

中
中
央
タ
ラ
ブ
の
関
根
達
生
選
手
が

　
行
い
ま
し
た
．

　
　
九
時
か
ら
四
つ
の
コ
ー
ト
に
分

れ
試
合
開
始
。
開
会
式
の
時
は
曇
っ
て

い
た
空
も
、
試
合
開
始
後
ま
も
な
く
晴

れ
わ
た
り
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
に
は
絶
好

の
日
と
な
り
ま
し
た
。
各
市
町
村
の
大

会
を
勝
ち
抜
い
て
出
場
し
て
き
た
だ
け

あ
っ
て
、
ど
の
チ
ー
ム
も
い
ず
れ
劣
ら

ぬ
強
豪
ぞ
ろ
い
。
本
村
か
ら
出
場
し
た

中
央
、
三
上
の
両
チ
ー
ム
も
健
闘
し
た

の
で
す
が
、
相
手
チ
ー
ム
の
壁
は
厚
く
、

措
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
（
噸
）
猪
辞
）

【
二
月
中
届
出
】

押　　成

沢関
口
　
理
恵
　
長
女
（
祐
　
二
）

切長
谷
川
貴
彦
　
長
男
（
知
　
義
）

長
谷
川
智
春
　
長
女
（
　
淳
　
）

上
押
切
勤
難
華
謬
聾
凱
チ
ー
ム

お
は
よ
羨
灘
羅
蕪
蒸
糠
ル
大
会
（
予
選
）
で
健
闘

、
一
面
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
卿
、
皿
血
・
一
、
一
・
㎡
・
一
・
一
～
雌
㌧
卿
・
卿
㌦
耐
融
・
個
㌧
伊
・
梱
百
チ
ー
ム
、

　
上
押
切
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、

テ
レ
ビ
朝
日
主
催
の
「
お
は
よ
う
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

数
多
い
応
募
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で

四
月
二
十
七
日
の
予
選
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
予
選
会
は
、
蕨
市
の
日
本
鋳
鉄
管
跡

の
、
コ
ー
ト
数
が
二
十
五
と
い
う
大
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
各

　
地
か
ら
優
秀
な
チ
ー

　
ム
が
参
加
し
、
激
戦

　
が
展
開
さ
れ
、
上
押

　
切
チ
！
ム
も
チ
：
ム

　
ワ
ー
タ
よ
く
健
闘
し
、

．
リ
ー
グ
戦
で
の
優
勝

　
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

　
テ
レ
ビ
に
出
る
ま
で

　
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
司

会
の
玉
置
宏
さ
ん
や
浅
井
先
生
も
観
戦

に
来
ら
れ
、
親
し
く
言
葉
を
か
わ
し
、

激
励
さ
れ
た
方
も
お
り
、
楽
し
い
「
日

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

簿葦

、．脚磁

馨
努 影
誠
推

　
　
　
　
　
　
　
ハ
｝
o
σ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

選
圃
麹

　
ぐ
ら
い

＼
幽
」
腕
蘇

穫
”
。

表彰状を手に上押切チームのみなさん

樋
　
春

　
　
馬
場
　
明
恵
　
二
女

　
　
高
山
　
篤
史
　
長
男

　
　
島
田
安
由
美
長
女

御
正
新
田

　
　
持
木
　
純
一
　
長
男

野
　
原

　
　
斉
藤
　
健
一
　
長
男

小
江
川

　
　
松
島
久
乃
長
女

千
代

　
　
大
谷
良
一
　
長
男

　
　
佐
藤
俊
之
長
男

【
三
月
中
届
出
】

（
金
正
）

（
剛
　
一
）

（
久
生
）

（
貞
夫
）

（
時
夫
）

（
国
男
）

（
繁
太
郎
）

（
俊
郎
）

成
沢

　
　
斉
藤
　
舞
子
　
二
女
（
国

　
　
関
口
　
貴
子
　
長
女
（
晴

押
切

　
　
佐
藤
　
　
庸
　
二
男
（
雄

　
　
江
越
　
寿
弘
　
二
男
（
典

樋
　
春

　
　
馬
場
　
一
行
長
男
ー
（
茂

上
新
田

　
　
富
田
明
日
香
　
長
女
（
桂

　
　
　
ヤ

御
正
新
田

　
　
折
川
　
彰
利
　
長
男
（
好

須
賀
広

　
　
高
橋
　
俊
文
　
二
男
（
朝

小
江
川

　
　
野
本
　
智
美
　
長
女
（
隆

　
　
神
山
　
絵
理
　
長
女
（
　
登

板
井

　
　
篠
場
邦
彦
　
長
男
（
喜

一　司光一治　 明次男弘

’）

又

》




